
こどもたちへのヒアリング調査について 

１．日程 
 ①９月８日（日） 
 ②９月 15 日（日） 
   
２．場所 
 ①各施設で実施 

②ANCHOR KOBE（神戸三宮阪急ビル 15F）を予定 
 
２．対象施設 

①児童自立支援施設、自立援助ホーム、ファミリーホーム、児童心理治療施設 
②児童養護施設、母子生活支援施設 

 
３．対象児童 
 ・神戸市が措置する２の入所児童であること 
 ・入所から 1 年以上経過していること 
 ・中高校生以上であること（FH は高校生がいないため、小中学生とする） 
  ２―①について、自立援助ホームは男子入所数が少ないため、女子のみを対象とする。 
  ２―②について、性別は指定せず、各施設から１名以上の希望者を募る。 
 
４．方法 
 ①大阪公立大学伊藤教授による入所児童へのグループインタビュー 
  ・各施設へ訪問。 
  ・児童自立支援施設は、男女それぞれ１寮ずつ 2 グループに参加してもらう。 
  ・児童心理治療施設は中学生全員を１グループとする（予定）。 
  ・ヒアリング時間は、30 分/グループ。 
 
 ②関西大学福田教授による入所児童へのグループインタビュー 
  ・児童たちに、１か所に集まってもらう。（ANCHOR KOBE（神戸三宮阪急ビル 15F）を予定） 
  ・参加希望者を男女別に７名程度の単位でグループ分け。 

・ヒアリング時間は、30 分/グループ。 
  ・児童養護施設と母子生活支援施設は分ける。 
 
 
 
 
 

資料４ 



５．内容（案） 

 

ヒアリング項目 アンケート項目
１．普段の生活のこと
アルバイト/部活をしているか
休日は何をしているか
２．気持ちの受容

周りの人はどんなアドバイスをくれるか

アドバイスをくれないのはどんな相談をしたときか
３．意見表明

（ノートを見せて）権利ノートを知っているか

権利ノートの説明はどんなときにしてほしかったか

権利ノートは読みたい・使いたいと思うか

施設に意見箱は置かれているか

意見箱を使いたいと思うか

意見表明支援員を使いたいと思うか

４．里親
里親制度を知っているか
里親のところへ行ってみたいか

Q19施設外から話や意見を聞きに来てくれる人がいれば、話をしたいと思いますか？
最も多かったのは「分からない」で141件（33.2％）であった。次いで「話したい」が
77件（18.1％）、「話したくない」が70件（16.5％）、「話したくなるかもしれな
い」が57件（13.4％）であった。

Q８あなたの気持ちや意見についてアドバイスをしてくれますか？
最も多かったのは「アドバイスをしてくれる」で266件（62.6％）、
次いで「分からない」が123件（28.9％）。

Q11「こどもの権利ノート」を知っていますか？
「知っている」が203件（47.8％）いる一方、ほぼ同数が「知らない」と回答
Q12「こどもの権利ノート」の内容について、説明されましたか？
「覚えていない」が最も多く176件（41.4％）であった。「説明された」は
108件（25.4％）にとどまっている。

Q13「こどもの権利ノート」の内容は分かりやすいと思いますか？
「空欄」が224件（52.7％）と最も多い。
Q15「意見箱」が置かれていることを知っていますか？
「知っている」が254件（61.7％）で最も多く、「知らない」が137件
（33.3％）となっている。

Q16「意見箱」を使ったことがありますか？
「意見箱を使用したことがない」が276件（67％）で最も多く、「使用した
ことがある」のは105件（25.5％）にとどまっている。

どんな時に気持ちを聞いてもらえた（聞いてもらえなかった）
と感じるか

どんなとき大切にされている（大切にされていない）と感じるか

Q６どのくらい気持ちや意見を聞いてもらえると感じますか？
「たくさん聞いてもらえる」「少し聞いてもらえる」と回答した児童が285件
（67.1％）おり、「あまり聞いてもらえない」「聞いてもらえない」と回答
した児童は33件（7.８％）。
Q７あなたの気持ちや意見を聞いてもらえると感じますか？
最も多かった回答は「大切にされている」で217件（51.1％）、
「大切にされていない」と回答した児童は33件（7.8％）いた。

Q17意見箱を使った結果、施設の対応は良かったですか？
「空欄」が316件（76.7％）で最も多い。意見箱を使ったことがある児童
（105件）のうち、「対応してくれてよかった」が最も多く47件（44％）、
次いで「対応してくれなかった」が23件（21.9％）となっている。


